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‘ま　じめ古こ
本稿では、1930年代における作文教育実践の記録として、東京市で行われた研究会での
指導案を取り上げる。東京市四谷第一小学校の入江道雄氏が、第5学年で行った授業の学
習指導案であり、その授業で題材とした「六十五番地」という文章表現作品を付して冊子
とされている。
昭和十三年二月十日（木）
国　語科綴方撃習　指導案
東京市四谷第一小学校
時　限　　　時　間　　　学　級　　　　教　材　　　　指導者
第三校時
日一一時
至一二時
五　男　　六十五番地　　入江道雄
第五学年国語科綴方学習指導案
指導者　四谷第一小学校　　入　江　道　雄
一、題目　行動環境を観察した文による指導
二、日的　経験行動を再現的に記述して来た綴文意識の展開は、一は主情的・観念本位に、
一は客観的・即物本位に分岐して、各伸びて行くと思ふのであるが、こゝでは、主
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として客観素材への批評・求知・関心が児童の生活態度に萌芽として認められるに
いたった点に着目して、外部認識の眼を一般的に高め、純粋に行動経過の形をとる
従来の綴文意識を止揚し、債値的に綴らせる根元を培育する。
三、指導計童
第一　行動環境を観察した文の鑑賞・批判（本時）
第二　改作及び自由記述
第三　経験行動から分離して観察を書いた文による指導
第四　改作及び自由記述
四、本時の指導
1　日時　　昭和十三年二月十日（木）　第三校時
2　題材　　六十五番地
．3　主眼　　指導文例六十五番地は文類型から観れば要素的に行動叙述の方法に於て関
心された、環境の印象的な把握であって、従ってその内容は再現的である。しかし、
一面また「行動を綴る」態度から「外部を綴る」態度への、展開の初発の様相を多
分に持ってゐる。この文の批判・玩味によって、児童の内面生活を啓発することに
より、選材の債倍化・多様化をはかる。
4　指導観
（イ）都市の生活は生産から遊離されてあることを、その特色とする。従って、児童が
その環境並びに社会生活に眼を向けると言っても、農村兄童の前にあるものが、
露呈的・開放的であるのに比較すれば、お語にならない程の限界的な制約を受け
て、彼の生活も亦いきほひ表面的・羅列的・都市的ならざるを得ないといふ現状
である。
（ロ）都市の児童には、文化・消費の面は向けられてゐるけれども、その生活のよって
立つ下部構造たる生産の面は全く隔離されてゐる。彼は生産を載るといふ機会に
乏しいことは無論、自らそれに参興して、身をもって生活を学ぶといふことをな
しに得ないのである。現時、都市綴方の無力化・立ち後れの事実は、専ら根幹的
にこの点に対しての解陪・認識によって理由づけられてゐる。要約すれば、、生
活から来る心理・イデオロギーが彼をそのやうに制約したのである。
（ハ）外部的・根幹的諸條件の変異が可能でない限り、都市綴方の無力化・低迷化・立
ち後れを克服して進む唯一の道は、専ら児童生活の内面＜観念＞を啓発して、そ
の高められた生活をもって、対象の深度を掘り下げること、即ちそれである。
（ニ）環境の観察からはじめたのは、畢寛するに、右のやうな考へ方に立って、低調な
る行動経過を叙した文からの展開・逸脱を意園したのであるが、文例は如実その
展開のむづかしさを語り、憤然たる感なきを得ないのである。
（ホ）此の文は、一体何を書かうとしたものである。かと考へて讃木でみるならば、少
なからず失望しないわけにゆかない。主想としては、捉へる何等の積極的な聯関
も、意圏的な観点もないのである。それならば、たゞくだらなく事実を羅列した
作品であるかといふに、勿論さうではない。だが、この作品に明確なる主想があ
るか、ないかと頭をつかふといふことは、別に面白いことでも何でもないのであ
らっ。
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（へ）　自然発生的に、いはゞその時にあらはれる児童の心理の努力に於て、自ら意志し
た文制作の態度が、明瞭に認められる点に於て、このやうな内容を組織・構成し、
文を創爵した六十五番地の想を発育・胚胎させた心境といふものは、児童自らの
現状批判の意力、つまり、単一経験の首尾を行動的秩序に於て再現する方法を破
って出やうとする力に衝迫されて、観察・批評・求知と外部に向かって進まふと
する螢鳥であることが憩察される。
（ト）六十五番地は、その生活環境から行動的に印象獲得した素材を基として、且つそ
の範囲の内で叙述されてゐる。それらの意味では、作者が六十五番地のひろがり
を自らの舞台として、自己を描いた作品であると言へないことはない。反面また
作者にとって、彼の行為行動の憶起・再現は自分のための必要によってでなくて、
つまり六十五番地を説明叙述し、その中に自らが生きる手段として、選揮・排列
される。この文が一方行動的であり他方観察的であって、中間的・過渡的様相を
帯びてゐるのはそのためであらう。
（チ）要するに、此の文は、自己展開の初発の様相を示現せるものであって、行文は、
平淡、簡潔をその筆致の特色とする。
（リ）更に、文の内容を叙述について厳正に観察すれば、
（1）「去年の秋頃から病気になって、今はなはってゐるが、いつもどてらを着て、
すっかり弱くなってしまってゐる。」一種の都市的傍観の無関心さ、とでもい
ふか、このやうな事実について、「すっかり弱くなってゐる。」で突っぱねる
生活は鮮やかではあるが、多少国定讃本の間接描法に似て、深みと味はひは、
如何であらう。
（2）六十五番地八軒中、自分の家を除き、すべて姓呼びにしてゐるが、こゝだけ
「桶屋さん」であるのは、前のべたやうな文の性質上、いたし方ないとして、
本質的には、此の作品の観点、内容の組織統一の脆弱さのあらはれである。
（3）「何の商責だらうの思ってゐたがわからない。」不安と求知を言外に含めてゐ
る。大人が普通にさうであるやうに、未知人物に対する奇異の念が、このやう
な言葉となってあらほれたのであらう。また、同時に、求知が商責に向けられ
ることは、評償定位の焦燥であらう。いづれにしても、この観察は、既に大人
的に成長したものである。登場人物の中では、最もつめたく観察されてゐる。
（4）八木沢さんの家で「とても面白い家だ。」といふのは、「正ちゃん」の事のみ
について言ってゐるらしく、こゝには書かれてゐるが、事実であらう。正ちゃ
んの措寓は簡潔鮮明である。このやうな文の中では、それ以上のくどくどしい
筆致はさくべきであるのだらう。
（5）「ほとんど、家から外へ出た事がないので、僕は小父さんの顔を知ってゐない。」
前の「わからない」とちがって、こゝの「知っていない」は、また別の味であ
る。おそ寝、朝寝、けんくわ、金魚と、ずゐ分批判的に切り込んでゐるが、
「碁の先生で、七段である」といふので、それもいたし方ないと、あきらめて
ゐる調子である。
（6）大屋の大沢さんが、「雷」と言はれるのは、誰によってか、＜僕たち＞がさう
呼んでゐるのか、近所合壁で、さう噂をしてゐるのか、作者は「皆」と逃げて
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ゐる。とにかく、＜僕たち＞にとって、それ程「がんこ」であれば、雷に償す
ることだけは、よくわかるやう書かれてゐる。おそらく、六十五番地の中に出
て来る人物としては、最も有力に描かれた一人で、その力量は平凡でない。
（7）「あの元気な小父さんが死んだのは不思議なくらゐだ」の文の調子・病人の項
参照、同然。
（8）酒井さんのおばさんが、今どうして生活してゐるか、叙述させたい。
（g）春子ちゃんは、非常に概念的にとらへられ、この点かつこちゃんと対照的であ
る。
（10）終四行は、全体的に六十五番地を把へたもので、「井戸」と「白い木の札」が
簡軍に記述されてゐる。それだけでは、人物主点の六十五番地であるにしても、
結語として稀薄である。
かくて、要約すれば、作品六十五番地は、日常作者が嫡目する事実を軒別に叙述した
のであって、それなら、或る特定の家に於ては、何ゆえ、もつと津山城得してゐるであ
らう他の事実を書かないで、この事実を暑いたかといふ、この想の胚胎・発育の形に想
到すると、何かしらそこに、この一割の無風の静かさ・安易さ・自分の近隣としての、
親近、そこを生活の場とする、小さい満足・充足の感情が、基調となって、母胎の心境
を形成してゐることがわかるのである。つまり、此の作品には、それ以外のものを強度
に求めることは無理かも知れない。
五、指導過程
1　作品の配布（前日に配布）
2　目的の指示（六十五番地　板書）
六十五番地の文について、この文は行動を主として書いた文であるか、観察を主とし
て書いた文であるか、またこの文の横倍はどういふところにあり、どういふところが
努力し上手に書かれたところであり、またどういふところは、もつと努力し、上手に
書かなければならないものであるか、よく頭をはたらかして、十分に調べて、考をま
とめてみて下さい。
3　内容の理解
ィ、自由讃並に指名演（次の項を指示する）
○　一節毎に書かれてゐる事柄を明瞭に演みとる。
○　讃んでゐる間に自分の考へを絶へず織り込んで行く。
〇　六十五番地のどういふことが書かれてゐるか、考へる。
○　どういふところが、この文を上手にし、またどういふところは書き足りないか、
批評的に、
○　軒別に、書かれてゐる事柄のちがひや、どの家はなぜよく書けてゐて、どの家は
なぜよく書けてゐないが、比較しながら讃んで行く。
ロ、自由発表一読みとったところを簡潔に発表せしめる
○　大体どんな事からが書かれてゐるか、
・六十五番地に居住してゐる、自分の家を除く七軒の家
・家々に棲んでゐる、自分の家を除く七軒の家
・あそんだ事、叱られたこと、聞いたこと、一口に言へば観察したこと
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・この文は、観察がもとになって、記述の相手には主に「人」であること
○　右のやうな事が大体、どのやうな順序に書きわけられてゐるか、
・一軒一軒順序よく、軒別に書かれてゐる
・はじめと、終に全体についての記述が、ちよっとしてある。
○　叙述の順序にしたがって、各節毎に、書いてあることの内容を発表させる。
＜一＞　露路を中心とした八軒である。
六十五番地が、どの辺あり、どんな一角であるかは、はじめから関心の外に置
かれてゐる。作者にとっては、家と人が主なる記述対象となった。
＜二＞　桶屋さん（　　）
・文章には、名が出てゐないことに注意させ、地園と叙述によって指適させる。
「僕の家から大分はなれてゐて」と照合させる。
・小父さんはもとは元気だったが、今はすっかり弱くなってしまってゐる。
・小母さんは早起き・太ってゐて静岡ペん、顔つき、
＜三＞　山口さん（希望学舎）
・この頃越して来た
・何の商費だらう
・看板を出した
（求知）
・僕ぐらゐの受験準備の子（　）（明載）
＜三＞　八木沢さん
・とても面白い家だ　・正ちゃん－二つのかはいゝ子
＜四＞　岩佐さん（碁の先生）
・家から外へ出たことがない
・酒屋さんの出前の人－おせじかうまい　　　　（批評）
・小母さん　・けんくわ　・金魚
＜五＞　大沢さん（大屋）
・おぢいさん「がんこだ」（作者）　「雷」（皆）
・こうちゃん　　　　　　　　　　・かつこちやん
＜六＞　中村さん（　）
・高い物干（きつね凧）　　・未乃ちゃん－意地悪
＜七＞　酒井さん（　）
・小父さんがなくなった’（述懐）
・あばさん－あみ物のおけいこ　・春子ちゃん－赤ちゃんが好き
＜八＞　井戸　　　　　・昔人が死んだ
＜九＞　白い木の札　・家々の名が書かれてゐる。
＜十＞　主憩の吟味
・はっきり一貫したものはない
・六十五番地の人々の動きや性格・作者が満足して棲んでゐる気持がわかる。
4　玩味・批判
この文で上手に書けてゐる点はどういふ所か、
・六十五番地といふ題が、大体、人物主の観察によって、内容思想統一されてゐる。
・個々の対象については、文の性質上、冗長をさけ、簡潔な筆致である。
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・従来自己の行動経過ばかり書いて来たのに、自分をまったく離れ切ってはゐないが、
選材が外部に向かって伸びてゐることは、客観的態度の啓培の上に面白い。
・文の結構は、はなはだ幼稚ながら、全体一部分一全体の叙述形式によって、この題
材の内容・性質に即應し、羅列化を免れ得てゐる。
・記述対象には変化あるやう、心の準備が認められること、　等々。
この文でもつと努力し、上手にして行かなければならない点は、どういふ所か、
・六十五番地全体について、記述の意園が意識的・目的的でないこと、
・観察の態度は、表面的・傍観的で批評・吟吟の気迫に乏しいこと、
・作品の色調が微温的、飽き足らぬこと、現実感の稀薄さ、淡さ。
・心得、感動の活動が認められないこと、
・構想・形式の上に於ける破綻
・全体を対象に記述すべき点について、もつと力を入れること、
5　指導啓発
文表現の一般的修鎌のために、比較研究により、
＜人物描寓の上から＞
一　桶屋さんの小母さんと八木沢さんの正ちゃんのからだのやうす
小母さん…・「とても太ってゐて」　　（類型的記述）
正ちゃん…・「手首の所が」　　　　　（具象的記述）
二　桶屋の小母さんの言語と酒屋の出前の人の言語、
小母さん…・「静岡べん」　　　　　　（想像化の必要）
出前の人…・「おせじ」　　　　　　　（具体的になってる）
三　大沢さんのかつこちゃんと酒井さんの春子ちゃん
かつこちやん…・「しっかり健にしがみついて」　　（具象化）
春子ちゃん……「赤ちゃんが好きだ」　　　　　　（概念的）
＜市井事の風俗観察的態度として＞
この狭小なる一角六十五番地の中で、家々によって、それぞれに異なる慣習・風俗・
職業・生活の態様が面白く観察されることを、文を材縁として啓発誘導する。
自分たちの町にある、Vちょっとしたものでも、いろいろと面白い故事来歴のあること
に想到させ、その観点を啓発誘導する。　　（井戸、白い木の札）
＜具象的・現実的に書く態度として＞
「こゝに上づて取ったのだ。今でもしつぼが下ってゐる。風に吹かれると、ふらふら
とゆれるのだ。」
6　創作心境の開拓
1　日分の周囲を、深く観察する心の態度、人々の生活へのはげしい求知
2　多様の選材、視点の拡大
3　はじめに、一つの目標を立てて、それにしたがって、今までに知ってゐること、
今までに知らなかったことも知らうと努力し、準備して、調べて書くこと、
4　批評、吟味の態度を強めること
5　世の中の色々な出来事や、あるもの（存在）について、一癖考え直して、自分の
態度を作り上げること
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6　喰入って題をつかんで来ること、
＜終＞
六十五　番地
四谷第一　五年　清水　彰三
1僕の家のある六十五番地は、露次を中心と、した八軒である。
2桶屋さんは僕の家から大分はなれてゐて、大がいの日は、たらひを直したり、桶にはめ
3る竹の輪を作ったりしてゐる。こゝの小父さんは、前は朝早く起きて家の前へ水をまい
4たりしてゐたが、去年の秋頃から病気になって、今はなはってゐるが、いつもどてらを
5着て、すっかり弱くなってしまってゐる。だから仕事の方は著しゅうがやってゐる。小
略　図
6母さんも早起きだ。僕が六時半頃起きて、
7家の前で体操をやってゐる頃には、もう井
8戸端でじゃぶじゃぶと洗たくをしてゐる。
9とても太ってゐて、いつも静岡べんで、び
10つくりしたやうな顔つきで目を丸くして話
目すのである。
12　このとなりは、山口さんである。十月の中頃こゝへ越して来たのだ。何の商責だらう
13と思ってゐたがわからない。十一月の初に縦五十糎・検二十糎位の白い看板を出した。
14「希望学舎」と書いてあって、その上に小さい字で受験とある。晩の六時頃になると、
15五六人の僕ぐらいの子が風呂敷包をかゝへて、山口さんの戸をあける。きつと受験準備
16の勉強を教へてもらひに来るのだらう。
17　壁一つへだてゝ、八木沢さんの家がある。とても面白い家だ。正雄さんといふ二つの
18かはいゝ子がゐる。僕が学校へ行く途中かうしの窓のそばで小さなおもちゃに乗ってゐ
19て、「正ちゃん」と富ふと、「い－い」とまだ七八本か生へてゐない前歯を出して、笑
20ふのである。とても太ってゐて、手首の所など、ゴム輪をはめてゐるやうだ。まだ、色
21色なおもちゃを持ってゐて、中でも面白いのは、ピリケンの起き上りこぶしのやうなの
22で、ころんで起きる「メー」と山羊のなくやうな声でいふのだ。
23　岩佐さんの小父さんは、碁の先生で、七段である。ほとんど、家から外へ出た事がな
24いので僕は小父さんの顔を知ってゐない。この家には、酒屋さんの出前の人が来る。と
25ても、おせじがうまい。ほっお塩はおいくらにいたしませうか。ほっさいでございます
26か。ありがたうございます。あの、お酢の方はいかほどにいたしませうか。」と、へん
27な馨を出してしゃべるのを聞くと、商賓もらくなものではないと思ふ。小母さんたちは
28朝寝坊で、僕が学校へ行く時、小母さんが御飯をたいてゐる。そのかはり夜は十一時頃
29まで電気がついてゐて、おそくなると、二三時頃まで消えない事も度々である。時々小
30母さんと小父さんがけんくわをする。「お風呂の方はどうするんです。」「うるさい」
31小父さんの聾だ。なかなかまけてゐない。この家の庭に廉いお池があって、夏などは、
32めだかや金魚が列を作って泳いでゐたが、秋になったら、皆死んでしまった。今では－
33匹もゐなくなってゐる。
34　僕の家の向かって左は大沢さんの家だ。僕たちの家や正ちゃんの家の大屋さんである。
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35おちいさんは、とてもがんこだ。皆は普通「雷」雷といってこはがってゐる。電気機関
36車があって、大ていの日はこれを走らせて遊ぶ。こないだも、こうちゃんと－しよに、
37としらうちゃんの英語の本を量にして、高架鉄道を作った。食堂にあるやうなベルで、
38一つ鳴らせば発車、おさへてヂーツと鳴らせば止れ、等色々な規則をきめてやるのだ。
39このベルは雷さん（おちいさん）のなので、注意して鳴らさなければ見つかってしまふ。
40だからリンリンリンと大きな音でやればみつかって、「誰だ。おぢいさんのベルを使ふ
41のは、どっから出した」と、落雷して来る。かつこちゃんは、僕とこうちゃんがすまふ
42をとってゐると、「入れてよ一つ」と言って来る。「うん、ぢや入れてあらう。」とこ
43うちゃんが言ふと、「よーし」と手につばをつける。かつこちゃんは、投げやうとする
44と、しっかり鰭にしがみついてしまふので、下手をすれば僕が負けてしまふ。
45　中村さんの家は、高い物干しがある。僕はこゝできつね凧をとったことがある。電線
46にひっかゝつてゐるやつを、こゝに上って取ったのだ。今でもしつぼが下ってゐる。風
47に吹かれると、ふらりふらりとゆれるのだ。秀ちゃんはとても意地悪だ。こうちゃんの
48家へ、づうづうしく入って来て、檜本の人にひげをつけたり、自分の気にさはると、手
49あたり次第に物をこわし、僕の家のたはしを、どぶへ入れたりする。
50　物置を越して酒井さんの家だ。小父さんは、一月十六日の日曜になくなったのだ。夏
51などは、はだかになって水をまいたり、冬になると薪わりしてゐる、あの元気な小父さ
52んが死んだのは、不思議なくらゐだ。おばさんは、時々あみ物を僕の家のお母さんにお
53そはりに来たりする。春子ちゃんは赤ちゃんが好きだ。中でも八木沢さんの正ちゃんが
54すきで、いつもかうしの所からあやしてゐる。
55　八木沢さんと岩佐さんの間に井戸があって、桶屋さんの話にきくと、この井戸はとて
56も探くて、昔麹町の人がこの中に落ちて死んでしまったのださうだ。
57　－年毎に、白い木の札がまはって来る。それには、田中、山口、八木沢、岩佐、清水、
58大沢、中村、酒井と、六十五番地の家々の名が書いてある。
＊参観者のものと思われる書き込みが、「1」の上に「－」「2」の上に「二」「12」の
上に「三」「17」の上に「四」「23」の上に「五」「34」の上に「六」「45」の上に
「七」「50」の上に「八」「55」の上に「九」「57」の上に「一〇」と付されている。
また同じく参観者のものと思われる傍線が、「22」の「『メー』と山羊の」「31～32」
の「『うるさい』小父さんの聾だ。なかなかまけてゐない。」「52～53」の「時々あみ
物を僕の家のお母さんにおそはりに来たりする。」に付されている。
縦書きB5謄写版袋とじ（ステイプルどめ）16ページ、付3ページ。
おわ　り　古こ
当時′このような国語・綴方についての講習会・研究会は盛んに行われていたようである。
継続的に資料を収集し、蓄積していきたい。
ー　46　－
